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 新年度を迎え新たな気持ちで仕事にプライベートに向かっている方々も多くいらっしゃると思いま

す。一方例年と変わることのない毎日を過ごされている方もいらっしゃいます。どちらにしても目の前

の事象から目を背けずしっかりと向き合って、自らの納得できる方向へ進んで行かれることを期待しま

す。 

 
【令和 5年 4月号】「未来会計」 
私達税理士は税の専門家ですので税法に基づいて日々会計処理を行い税務申告をしてい

ます。この時に使っているのが税務会計です。いわゆる外部に報告するための会計です。

簿記をベースに専門学校や大学等で学ぶものがそうです。実務においてはこれら決算書を

税法や会計基準に基づいて過去の取引を集計することから「過去会計」とも呼びます。こ

の決算期はどういう決算だったのか？お客様はどれぐらいの売上を使ってくれたのか？ど

の経費に無駄があったのか？利益は出たのか？いくら税金を払うことになったのか？など

は全て過去の意志決定の積み重ねです。この積み重ねを検証して未来に活かさないと活き

た経営は出来ません。ただ、出来上がった決算書を眺めて上記の検証をしていたとして

も、「何が良くて何が駄目だった？」で終わりがちです。儲かる経営者は過去だけで無く未

来を見ています。どんな未来を求めているのか？そしてそのためにどんな決算書が求めら

れるのか？過去の積み重ねでは無く、未来からの逆算による決算書を創っています。これ

を「未来会計」と呼んでいます。パーパスや経営理念、ビジョンに基づいてどんな取組み

をして業績を向上させていくか？そのために必要な仕組みをどう活用していくか？これを

「管理会計」とも言いますが、私達上級経営会計専門家は「過去会計」だけで無く「未来

会計」も駆使しながらお客様のお役に立てるよう経営支援に注力しています。過去に学び

未来に備え今を共に生きていきませんか？ 


